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　6月下旬と7月初旬・中旬の3期にわたり、きたそらち種子馬鈴薯生産組合の
組合員圃場にて防疫（病害虫）検査が行われた。

➡記事の詳細は２ページ

JAきたそらちでは、
ホームページとFacebookで、
魅力満載の情報を発信中です！
ぜひ、ご覧ください！
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　6月23日、JAきたそらち青果・花き生産運営協議会（本瀬修二組合長）は、道内市場

との現地視察交流会を開催した。例年であれば道外市場も招いて開催しているが、新型コ

ロナウイルス感染症の情勢を踏まえ、今回は道内4市場を迎えての開催となった。

　現地巡回では、野菜・果実・果樹生産者の計12圃場を訪問し、普段圃場や園地を見ることが少ない市場

関係者は、生産者から生育状況や経営状況について説明を受けた。

　昼食時は、深川市道の駅「ライスランドふかがわ」に立ち寄り、当JA農産物直売所「eciR」に隣接する

『TEMARI 』の9個 詰

め合わせおむすびをい

ただき、「見た目が美

しく写真に写すととて

も映える」と市場関係

者からは好評だった。

【青果課　植田】

　6月22日と7月3日・15日の3期にわたり、きたそらち種子馬鈴薯生産組合（羽根清組合長、4戸）の

組合員圃場における病害虫の検査を実施し、第1期から第3期で抽出された計31筆全てが検査に合格した。

　同検査は、健全な種苗を国内の栽培農家へ供給するため、国が定める植物防疫法に基づき農林水産省植物

防疫官や関係団体等が種子馬鈴薯のウイルス病等、10種類の病害虫の発生有無を確認する。例年、同検査

の第2期と第3期は防疫検査となっているが、今年度は新型コロナウイルスの影響もあり、第2期検査のみ

防疫検査、第1期と第3期は空知総合振興局とホクレン職員が中心となり自主検査を行った。

　7月3日の第2期検査では、多度志地区の同生産組合員圃場4戸を巡回し、農林水産省横浜植物防疫所札

幌支所の防疫官1名による抽出検査が行われ、無作為に抽出された圃場計15筆全てが合格した。

　農産課の担当職員は、「当産地では、馬鈴薯圃場周辺の環境整備や生産者、防疫補助員による抜き取り検査、

適正な病害虫防除対策等の厳格な栽培管理を行っているため、例年に続き今年も抽出された全筆が合格して

いる。今後の収穫期に向け、生産者とJAが一丸となり防除の徹底やウイルス罹病株の除去等の栽培管理を

引き続き行っていく」と話す。

【農産課　辻】
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　6月25日、豊潤な甘みが特徴の赤肉メロン「北斗メロン」が初出荷された。この日は、北斗メロン生産協議会（伊

井清隆会長、会員20戸）の橋本健さん（一已地区）が青果部野菜集出荷施設に計17ケース（1ケース4～5玉入り）

を持ち込んだ。

　今年は低温の影響により生育不良が若干見られたものの、この日の検査では糖度16度と甘さ十分のものが出荷

され、昨年より6日遅いが平年並みの初出荷となった。

　橋本さんは、「新型コロナウイルスの影響により流通の面では心配になる。外出等を自粛している方が多い中、

各ご家庭でメロンを美味しく味わっていただき元気になってほしい」と笑顔で話す。

　「北斗メロン」は、同協議会が約3haに作付けしており、7月中旬をピークに秋まで出荷が続く。今年は1万1

千ケースの出荷、4千万円の売り上げを見込む。

　6月25日、甘みが特徴のスイートコーン「サニーショコラ」

が初出荷された。きたそらちスイートコーン生産組合（高

田浩組合長、14戸）の尾郷勝さん（納内地区）が、計4

ケース（2Lサイズ3ケース、Lサイズ1ケース）を青果部

野菜集出荷施設に運び入れた。

　初出荷した尾郷さんの父・敏明さんは、「3月と4月は

気温が上がらず、ハウスの温度管理に苦労したが、生育自

体は順調に進んだため無事に出荷を迎えられた。今年も

甘くて美味しいものができたので、多くの人に美味しく味

わってもらいたい」と話す。

　同生産組合では今年、約1.6haに作付けし、約1千3

百ケースの出荷を見込む。出荷は札幌を中心に、7月下旬

をピークに8月下旬まで続く。
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　7月17日、青年部・女性部とJA常勤役員との懇談会が営農センターにて開催され、両部の役員32名とJA

から11名の役職員が出席した。

　同懇談会は、第29回JA北海道大会で提起された“新たな協同組合の創造に向けた継続討議”の具体的な実践

方策でもある「組合員との対話運動」の一つとして、今年1月に第1回を開催しており、第2回となる今回は「ポ

ストコロナ社会における農業の役割」について意見交換を行った。

　懇談会では、JA柏木孝文組合長が開会にあたり、「新型コロナウイルスが農業に及ぼす影響については、まだ

まだ計り知れないが、今回の懇談会で青年部・女性部役員の皆さま方から忌憚のないご意見をいただき、生産者

とJAが手を取り合い“コロナ禍”と“ポストコロナ社会”における農業の実情をどのような形で消費者の方々に伝

えていくか、また取り組んでいくかを考えていきたい」と挨拶した。その後、出席者が5班に分かれて「コロナ禍

における『世の中の変化』で気づいたこと」や「アフターコロナでかわるもの」、「ポストコロナ社会における農業

の役割は？」といったテーマでグループ討議を行った。各班では、「青年部・女性部の活動が制約されている中、

消費者の期待に応えるためにやり方を変えてでも、食育活動や販

促PRを継続させたい」、「これまで通りの生活は送れなくなって

いるが、生産者とJAが手を携え『食は腹を満たして身体を作る、

腹は胸を満たして心を作る』というポリシーを持ちながら生産を

続けていく」など活発な意見交換が行われた。グループ討議の後

には各班での討議内容を発表し、生活スタイルや食シーンの変化、

消費が大きく変容すると予想されるポストコロナ社会において、

生産者とJAが手を携えて出来る事についてそれぞれ共有した。

　7月16日、JAきたそらち女性大学「カレッジあみてぃえ」の第2講が、深川市音江地区のアグリ工房まあぶと

イルムの丘のりんご園 藤谷果樹園にて開催された。今回は、「農泊を学ぼう！」と題し、同市が昨年から取り組ん

でいる農泊事業について、実際に地元特産品を活かした加工体験や「観光農園」でのさくらんぼ狩り体験を通し

て学んだ。

　アグリ工房まあぶで行われた加工体験では、全国に料理教室を展開する「ABC Cooking Studio」に同市特

産品の食材を活かした新規メニュー 4品のレシピを開発いただき、この日はそば

粉を使用したジャガイモとコーンの「ガレット」とリンゴの「ティラミス」の計2

品を作った。またイルムの丘のりんご園 藤谷果樹園で行われたさくらんぼ狩り体

験では、同園の田川大輔氏から栽培品目や販売しているジャム・ジュースなどの

加工品について説明を受けた後、実際に園内に入り、自分のお腹を満たしたり、

家族のために持ち帰り用を収穫したりと、旬のさくらんぼ狩りを楽しんだ。

　今回より新たに14名の受講生が入学し、第１期生は30名となった。昼食を兼

ねた懇親会では、岩田清正学長（JA代表理事専務）から新たに入学した受講生

に学生証が授与され、改めて行われた自己紹介では、多くの受講生が「2年間、

同期の皆さんと親睦を深め、楽しみながら学びたい」と意気込みを語った。

【営農企画課　佐藤】
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　6月24日、秩父別町と深川市にて「北育ち元気塾」の第3回研修会が開催され、塾生9名が出席した。

秩父別町では、JA北いぶき本所にて融資経済課長の金子太郎氏による「経営・クミカンとは」と題し

た講義を受け、クミカンの成り立ちや制度について学んだ。

　続いて深川市の農業センターへ移動し、空知農業改良普及センター北空知支所の酒井紀彰専門主任よ

り「幼穂形成期の管理といもち病防除」について講習を受けた。また、北海道農業士の林祐輔氏宅（音

江地区）では、複合経営の事例紹介「我が家の経営」について、将来を見据えた農業経営の方法等の講

話を頂いた。

【営農企画課　石野】
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　【新規就農希望者受入農家・新規就農希望者募集】
　ＪＡきたそらちでは、新規就農希望者を受け入れていただける生産者を募集しております。興味があ

る方は、気軽に下記にお問い合わせ願います。

　また、ＪＡホームページ・新農業人フェア等で新規就農者の募集も実施しておりますので、お気軽にご

相談願います。

◇　問い合わせ先：農業振興部　営農企画課【TEL：0164-26-0134】

◇　ホームページ：http://www.ja-kitasorachi.com/farmer/index.html
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　7月2日と3日の2日間、稚内市の相澤食料百貨店で開催された「あいざわ商店特別創業祭」に当JA雨竜

支所が出店し、「うりゅう米」のPR販売を行った。

　新型コロナウイルス感染防止の観点から、これまで他のイベント等で行ってきた「お米すくい」を変更し、

今回は「うりゅう米パックご飯」が必ず当たるガラポン抽選会を実施した。今回は同支所営農課から職員3

名が参加し、マスクと手袋を着用のうえ、こまめにアルコール消毒を行うなど感染防止対策に万全を尽くし、

「うりゅう米」をPRした。当日15時まで予定していた本イベントは、お米の完売により13時で終了する

など大盛況だった。

　同支所営農課職員は、「普段から「うりゅう米」を購入して頂いている方だけではなく、今回のイベントで

興味をもって購入し

て下さった方もおり、

PR販売の有効性を感

じ た。今 後 も「う り

ゅう米」のPRに励ん

でいきたい」と話す。

【雨竜支所　佐野】
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　7月2日、ボランティア野菊の会（竹内接子会長）が笹だん

ご作りを行い、多度志保育園と多度志小学校に贈呈した。地元

の食材（米や笹など）を使って作る笹だんごの味を伝えること

を目的に平成12年より取り組んでおり、毎年桃の節句（3月

初旬）に行っているが、今年は新型コロナウイルスの影響で延

期となっていた。

　今年は6名の会員が参加し、丹精込めて手作りしただんご

62個を可愛らしくラッピングした。同保育園を訪問し、「みん

なで食べてね」と手渡すと、受け取った園児は「ありがとうご

ざいます」と元気な声でお礼の言葉を述べた。また後日、同小

学校の壽崎正人校長から、「新型コロナウイルス感染症拡大防止

対策により、不安で不自由な学校生活を余儀なくされている現

状ではありますが、美味しい笹団子に笑顔で喜ぶ子どもたちの

姿を見ることができ、職員一同大変感謝致しております（一部

抜粋）」とお礼状をいただいた。

【深川支所　田中】
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　7月2日、女性部幌加内支部（古屋光代支部長、部員53名）が「ガ

ーデニング（寄せ植え）講習会」を開催し、部員21名が参加した。

同支部では、毎年7月に日帰り研修を実施しているが、今年は新型コ

ロナウイルス感染症の影響もあり、幌加内町内でできる活動に変更し

て同講習会を開催した。

　講習会では、旭川市の平間造園(株)より渡辺朋恵氏を講師に招き、

花の寄せ植えを行った。部員は、用意された「一年草」や「宿根草」

など10種類以上の植物の中からそれぞれ気に入ったものを4種類ずつ

ほど選び、専用の土が入った鉢植えに植え替えていった。渡辺氏より「真っすぐ植えてもいいし、苗を斜めに植え

てもいいですよ」といったアドバイスを

受けながら、１時間ほどで作品を完成

させた。

　この日は、あいにくの雨で肌寒く感

じられたが、「可愛く出来た」「ちょっ

と地味かな～」などと感想を述べる部

員もおり、和気あいあいと会話を楽し

みながらの講習会となった。

【幌加内支所　岩本】

女性部幌加内支部

ガーデニング（寄せ植え）講習会
女性部幌加内支部

ガーデニング（寄せ植え）講習会

金融
共済部
金融
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金融
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金融
共済部パークゴルフ大会パークゴルフ大会

　7月9日、北竜支所年金友の会が「第19回 親睦パークゴルフ

大会」を北竜ひまわりパークゴルフ場にて開催し、会員とJA職

員をあわせて37名が参加した。当日は好天にも恵まれ、4コー

ス36ホールを回り、参加者は一打ご

とに一喜一憂しながら楽しくプレーし

た。

※成績は下記のとおり

【金融共済北竜支所　太田】

優 勝

準優勝

男　性

四辻　進さん

川島　武さん

干場　正さん

女　性

大路　惠津子さん

長谷川美智子さん

北竜支所年金友の会

ホールインワン賞
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金融
共済部
金融
共済部
金融
共済部
金融
共済部

新型コロナウイルス感染症対策と
して

JAグループが地域医療支援募金を
実施新型コロナウイルス感染症対策と
して

JAグループが地域医療支援募金を
実施

　昨年12月に中国武漢市で患者が初めて報告されて以降、全世界に感染が拡大し、我が国においても多数

の感染者が発生した新型コロナウイルスについて、JAグループでは地域の医療を守るため、新型コロナウ

イルス感染者への診療対応を行っている厚生病院への支援や今後の更なる感染拡大に備えた感染防護具の確

保など、医療従事者が安心して業務を行える環境づくりへの支援を目的に、支援募金活動を実施した。

　当JAにおいても、7月8日から21日にかけて募金活動を実施し、

各金融共済店舗カウンターには募金箱を設置し協力を呼び掛けた。

期間中に寄せられた募金230,274円は、JA全中を通じJA全国厚

生農業協同組合連合会（JA全厚連）の災害対策本部に贈呈された。

　たくさんの温かいご支援に厚く御礼申し上げます。

　7月8日、深川市陸上競技場で開催された「ホクレン・ディスタンスチャレンジ2020」第2戦 深川大会

の女子3000ｍにて、田中希実選手（豊田自動織機TC）が8分41秒35というタイムを出し18年ぶりの

日本記録を樹立した。記録樹立を記念し、当JAが提供した深川産「ふっくりんこ」1年分が田中選手に贈

呈された。

　同大会には、国内外の中・長距離のトップランナー約300人が出場し、男女5000mや男女10000m、

女子3000mなど全13レースが行われた。田中選手のほか、東京オリンピックのマラソン代表に内定して

いる中村匠吾選手（富士通）や前田穂南選手（天満屋）、ホクレン陸上部からは河辺友依選手や清水美穂選手

が出場し力走を見せた。また今回は、新型コロナウイルス感染症対策のため無観客での開催となり、競技の

様子はインターネットを通して生中継された。

※写真提供：深川市役所

「ホクレン・ディスタンスチャレンジ2020」深川大会「ホクレン・ディスタンスチャレンジ2020」深川大会
日本記録樹立で
当JA提供の深川産「ふっくりんこ」1年分贈呈
日本記録樹立で
当JA提供の深川産「ふっくりんこ」1年分贈呈
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【著者】石田邦雄（いしだくにお）氏
1946年北海道新得町生まれ。(有)石田コンサルタントオフィス代表取締役、めでる研究室主宰。
国鉄、会計事務所を経て中小企業診断士として独立開業。
現在は社会保険労務士、キャリアコンサルタントとして、組織改革や人材育成に携わる。人と企業
のマッチングを目指し、中小企業大学校を初めJAカレッジなど、多くの団体、企業と携わる。「教
えるよりも考える」、「学ぶより気づく」を柱に、体験学習を交えたわかり易い研修が特徴。著書に「産
業カウンセリング」や「縁を紡ぎ、人を育む」など多数。

「
自
分
塾(

管
理
職
編)｣

の
ス
タ
ー
ト

に
当
た
っ
て

　
相
変
わ
ら
ず
コ
ロ
ナ
禍
が
く
す
ぶ
る
日
々

が
続
い
て
い
ま
す
。
実
り
の
秋
に
向
け
て
、

農
業
者
の
皆
さ
ん
に
と
り
ま
し
て
は
、
い
よ

い
よ
収
穫
の
時
期
と
な
り
ま
す
。
日
夜
た
が

わ
ず
、
精
根
こ
め
て
育
て
た
農
産
物
が
、
例

年
通
り
滞
る
こ
と
な
く
循
環
す
る
こ
と
が
で

き
る
こ
と
を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。
と
は
い

え
、こ
れ
か
ら
は
「
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ｣

は
必
須
。

と
な
る
と
自
然
相
手
の
農
業
者
と
い
え
ど

も
、「
新
た
な
日
常｣
と
向
き
合
い
、
コ
ロ
ナ

と
ど
う
う
ま
く
付
き
合
い
、
逆
に
シ
ョ
ッ
ク

を
バ
ネ
に
す
る
ハ
ン
グ
リ
ー
さ
が
求
め
ら
れ

て
く
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
と
こ
ろ
で
そ
ん
な
中
、「
自
分
塾｣
を
タ
イ

ト
ル
に
、
職
員
の
体
系
的
研
修
と
し
て
去
る

６
月
17
日
、
他
の
層
に
先
立
ち
、
管
理
職

層
の
ス
タ
ー
ト
が
切
ら
れ
ま
し
た
。
研
修
は

時
節
柄
、「
３
密
を
避
け
る
こ
と｣

を
念
頭
に

お
き
な
が
ら
の
窮
屈
な
も
の
に
な
ら
ざ
る
を

得
ま
せ
ん
で
し
た
が
。
私
と
受
講
者
の
方
々

は
、
多
く
が
初
め
て
の
出
会
い
に
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
冒
頭
、「
Ｊ
Ａ
き
た
そ
ら
ち｣

に
掲
載

さ
れ
て
い
る
拙
文
を
介
し
て
自
己
紹
介
を
行

う
こ
と
に
し
ま
し
た
。「
皆
さ
ん
の
中
で
６

月
号
を
お
読
み
に
な
っ
た
方
は
？｣

と
挙
手

を
し
て
も
ら
う
と
、
発
行
さ
れ
て
か
ら
、
既

に
半
月
あ
ま
り
が
経
過
し
て
い
る
に
も
関
わ

ら
ず
、
私
の
予
想
に
反
し
手
を
挙
げ
ら
れ
た

方
は
、残
念
な
が
ら
僅
か
２
割
ほ
ど
で
し
た
。

寂
し
い
こ
と
、
こ
の
う
え
な
い…

そ
れ
が
私

の
偽
ら
ざ
る
気
持
ち
で
し
た
が
、
せ
っ
か
く

の
機
会
で
も
あ
り
、
貪
欲
に
”こ
れ
を
生
き

た
教
材
に
“と
思
い
、
早
速
、
正
直
に
私
の

気
持
ち
を
吐
露
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。「
上

司
の
あ
な
た
が
そ
う
な
ら
、
部
下
は
も
っ
と

読
ん
で
い
な
い
と
思
っ
た
方
が
よ
い
で
し
ょ

う
ね
。
ま
た
、
組
合
員
の
方
々
も
ど
れ
だ
け

読
ま
れ
て
い
る
か
は
疑
問
で
す
。
私
は
こ
の

広
報
誌
は
Ｊ
Ａ
と
組
合
員
の
皆
さ
ん
と
を
結

ぶ
貴
重
な
ツ
ー
ル
と
思
っ
て
い
ま
す
。
と
し

た
ら
、
忙
し
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
せ
め

て
広
報
誌
を一
読
し
、
お
互
い
に
内
容
を
共

有
化
す
る
く
ら
い
の
気
持
ち
を
持
た
れ
て
は

い
か
が
で
す
か
？｣

と
。
会
っ
た
早
々
か
ら
な

ん
と
生
意
気
な…

そ
う
思
わ
れ
た
方
も
お
ら

れ
る
で
し
ょ
う
。
で
も
、
そ
れ
が
研
修
講
師

と
し
て
関
わ
る
私
の一つ
の
役
割…

そ
う
割

り
切
り
、
あ
え
て
発
信
を
さ
せ
て
頂
い
た
次

第
で
す
。
こ
れ
を
聞
く
管
理
者
の
皆
さ
ん
も

大
変
で
し
ょ
う
が
、
こ
う
し
た
役
割
行
動
を

求
め
ら
れ
る
私
も
非
常
に
勇
気
が
い
り
ま

す
。
で
も
必
要
な
ら
「
反
発
が
返
っ
て
く
る

こ
と
を
恐
れ
ず
に
覚
悟
を
持
っ
て｣

と
、
そ
の

ス
タ
イ
ル
を
貫
い
て
い
る
毎
日
で
す
。
実
は

こ
の
気
持
ち
は
管
理
職
の
方
々
に
と
っ
て
も
、

決
し
て
無
縁
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
上
司
が
部

下
を
叱
る
場
合
を
考
え
て
み
て
下
さ
い
。
先

般
の
貴
Ｊ
Ａ
に
お
け
る
新
入
職
員
研
修
で
も

上
司
に
代
わ
り
言
わ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。「
叱

ら
れ
る
あ
な
た
も
大
変
か
と
思
い
ま
す
が
、

叱
る
上
司
も
大
変
な
の
で
す
。
叱
ら
れ
る
の

は
期
待
の
証
と
思
っ
て
下
さ
い｣
と
。
期
待

が
あ
る
か
ら
叱
る
の
で
す
。
も
し
叱
ら
れ
な

く
な
っ
た
と
す
れ
ば
「
改
善
を
さ
れ
叱
る
必

要
が
な
く
な
っ
た｣

か
、
あ
る
い
は
「
ど
う

し
よ
う
も
な
い
と
諦
め
ら
れ
た｣

か
の
ど
ち

ら
か
で
す
。”叱
る
こ
と
“は
「
関
心
が
あ
る

か
ら
こ
そ
な
せ
る
技｣…

そ
の
も
の
で
す
。

そ
し
て
よ
り
重
要
な
こ
と
は
、
叱
っ
た
そ
の

後
に
、
多
少
で
も
前
向
き
に
変
化
を
感
じ
た

と
し
た
ら
「
頑
張
っ
て
い
る
ね｣

な
ど
の
労
い

の
言
葉
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
が
肝

要
で
す
。
何
故
な
ら
、
そ
れ
が
な
い
と
「
こ

ん
な
に一
生
懸
命
や
っ
た
の
に｣

と
不
満
の
種

と
な
り
か
ね
な
い
か
ら
で
す
。

　
と
こ
ろ
で
最
後
に
こ
の
広
報
誌
に
関
連
し

て
ひ
と
言
。
確
か
、
こ
れ
が
発
行
さ
れ
る
ま

で
に
は
編
集
担
当
の
方
は
も
ち
ろ
ん
、
取
材

に
協
力
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
組
合
員
の
方
々

も
い
た
り
な
ど
、
多
く
の
方
々
の
苦
労
の
末

に
発
刊
さ
れ
た
成
果
物
で
す
。
と
な
る
と
、

そ
れ
が
読
ま
れ
て
い
る
か
否
か
は
、
そ
れ
ら

の
人
に
と
っ
て
は
「
仕
事
の
意
味｣

や
、
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
上
で
も
極
め
て
重
要
で
す
。
私

達
、Ｊ
Ａ
は
総
合
サ
ー
ビ
ス
産
業
と
い
わ
れ

ま
す
。
私
は
サ
ー
ビ
ス
と
は
「
自
分
の
欲
す

る
こ
と
を
他
人
に
施
し
な
さ
い｣…

そ
れ
が

根
幹
に
な
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。
し
か

も
今
回
、
受
講
さ
れ
た
方
々
は
部
下
を
預
け

ら
れ
、
将
来
の
Ｊ
Ａ
き
た
そ
ら
ち
を
担
う
こ

と
を
期
待
さ
れ
て
い
る
管
理
職
の
方
々
で

す
。
そ
の
人
が
、
部
下
に
、
あ
る
い
は
組
合

員
の
方
々
に
、”ど
の
よ
う
な
背
中
を
日
頃
か

ら
み
せ
て
い
る
か
“は
「
今
後
の
行
方
を
決

め
る｣

と
い
っ
て
も
過
言
で
な
い
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。「
モ
デ
リ
ン
グ｣

と
い
う
言
葉
も
あ
る

よ
う
に
「
学
ぶ
こ
と｣

は
「
真
似
ぶ
こ
と｣

で

も
あ
る
の
で
す
か
ら
。
そ
う
す
る
と
今
流
の

言
葉
を
借
り
れ
ば
、”互
い
に
リ
ス
ペ
ク
ト
さ

れ
る
人
財
に
“…

そ
れ
を
目
指
し
た
い
も
の

で
す
ね
。よ
り
地
域
を
発
展
さ
せ
る
為
に
も
。

石田邦雄の石田邦雄の石田邦雄の石田邦雄の 農業紡ぎ愛農業紡ぎ愛農業紡ぎ愛農業紡ぎ愛 第９回第９回
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考
え
て
い
る
。

　

も
う
ひ
と
つ
は
、
国
の
ス
マ
ー
ト
農
業

実
証
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
個
人
経
営
型
に
新

十
津
川
町
の
個
人
の
農
園
が
採
用
さ
れ
、

無
人
化
・
省
力
化
に
向
け
た
機
械
導
入
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
す
で
に
ド
ロ
ー
ン
や

田
植
え
機
に
つ
い
て
は
、
行
政
と
連
携
し

て
助
成
金
対
応
の
中
で
導
入
を
進
め
て
お

り
、
こ
う
し
た
ス
マ
ー
ト
農
業
に
も
地
域

を
挙
げ
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。
こ
れ

ら
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
の
両
面
か
ら
、
地
域

の
作
付
面
積
を
維
持
し
、
生
産
力
を
高
め

て
い
く
こ
と
に
よ
り
、
そ
れ
が
総
合
事
業

の
中
で
、
金
融
や
共
済
、
経
済
事
業
に
も

つ
な
が
っ
て
い
く
と
い
う
考
え
だ
。

　

ま
た
、
地
方
の
農
協
は
、
行
政
や
地
域

の
皆
さ
ん
と
一
体
の
組
織
、
社
会
の
ラ
イ

フ
ラ
イ
ン
的
な
組
織
と
位
置
付
け
ら
れ
て

い
る
。
そ
の
た
め
、
町
の
政
策
と
共
同
で

事
業
展
開
を
し
た
り
、
逆
に
わ
れ
わ
れ
の

取
り
組
み
に
行
政
に
入
っ
て
い
た
だ
く
な

ど
、
そ
こ
は
相
互
に
参
画
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
る
。
今
も
要

請
が
あ
れ
ば
、
農
協
事
業
と
は
ま
っ
た
く

関
係
が
な
く
て
も
、
組
織
体
を
つ
く
っ
て

行
政
と
一
緒
に
や
っ
て
い
る
し
、
そ
う
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
財
政
面
を
含
め
、
農

協
の
事
業
に
対
し
て
行
政
か
ら
支
援
を
い

た
だ
け
る
部
分
も
あ
る
。

な
い
。
そ
の
た
め
、
今
は
離
農
す
る
酪
農

家
の
牛
舎
を
農
協
が
借
り
上
げ
、
そ
こ
か

ら
ス
タ
ー
ト
し
よ
う
と
考
え
て
い
る
。
ま

ず
は
生
産
力
を
維
持
す
る
こ
と
と
、
地
域

か
ら
人
を
減
ら
さ
な
い
こ
と
。
そ
の
た
め

に
ど
ん
な
仕
組
み
を
つ
く
る
か
。
黙
っ
て

い
て
は
衰
退
の
道
し
か
な
い
が
、
い
ろ
い

ろ
な
こ
と
を
や
っ
て
い
れ
ば
自
然
と
人
は

集
ま
っ
て
く
る
も
の
だ
。

　

ま
た
、
畑
作
関
係
で
は
新
た
な
輪
作
体

系
の
確
立
と
併
せ
て
「
畑
作
対
策
基
金
」

の
創
設
を
検
討
し
て
い
る
。

宮
本　

わ
れ
わ
れ
の
と
こ
ろ
は
農
地
の

８
割
が
水
田
で
あ
り
、
中
心
と
な
る
米
の

生
産
性
を
高
め
、
そ
れ
を
い
か
に
集
荷
し

て
有
利
販
売
し
て
い
く
か
が
農
協
の
使
命

と
考
え
て
い
る
。
１
戸
当
た
り
の
経
営
面

積
は
平
均
16
㌶
と
、
離
農
に
伴
っ
て
こ
の

10
年
間
で
２
倍
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
中

で
米
の
施
設
に
つ
い
て
は
、
行
政
の
支
援

も
受
け
な
が
ら
新
十
津
川
町
と
浦
臼
町
に

１
カ
所
ず
つ
、
１
万
㌧
の
米
ば
ら
貯
蔵
施

設
が
あ
る
が
、
３
つ
め
の
１
万
㌧
ク
ラ
ス

を
半
乾
ば
ら
施
設
で
整
備
し
た
い
と
い
う

構
想
を
持
っ
て
い
る
。
現
状
の
施
設
規
模

で
は
だ
ん
だ
ん
足
り
な
く
な
っ
て
き
て
お

り
、
次
の
策
を
打
た
な
け
れ
ば
組
合
員
の

規
模
拡
大
に
対
応
で
き
な
い
。
遊
休
農
地

は
な
く
、
こ
れ
か
ら
も
１
戸
当
た
り
の
面

積
は
増
え
て
い
く
だ
ろ
う
。
農
協
の
使
命

を
果
た
す
上
で
ま
ず
は
施
設
が
必
要
だ
と
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働
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確
保
や
施
設
整
備
で
支
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小
林　

農
協
の
事
業
運
営
に
つ
い
て
、

経
営
的
な
見
通
し
は
な
か
な
か
厳
し
い
が
、

組
合
員
と
向
き
合
い
、
結
集
力
を
高
め
る

こ
と
で
事
業
を
持
続
さ
せ
て
い
く
と
い
う

話
が
あ
っ
た
。
実
際
に
農
協
で
力
を
入
れ

て
い
る
取
り
組
み
を
ご
紹
介
い
た
だ
き
た

い
。佐

藤　

大
切
な
の
は
生
産
力
を
き
ち
ん

と
上
げ
る
こ
と
だ
が
、
う
ち
も
農
家
戸
数

の
減
少
に
伴
っ
て
１
戸
当
た
り
の
耕
作
面

積
が
増
え
て
い
る
。
そ
う
な
る
と
、
手
間

が
か
か
る
野
菜
な
ど
が
減
り
、
だ
ん
だ
ん

畑
作
３
品
中
心
の
経
営
に
戻
っ
て
い
っ
て

し
ま
う
。
こ
れ
で
は
輪
作
の
面
で
も
よ
く

な
い
。
一
番
の
問
題
で
あ
る
労
働
力
不
足

に
対
応
す
る
た
め
、
３
年
前
に
農
作
業
支

援
事
業
を
立
ち
上
げ
た
。
今
は
外
国
人
技

能
実
習
生
と
日
本
人
合
わ
せ
て
15
人
お
り
、

ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
労
働
力
の
不
足
し
て
い

る
農
家
な
ど
が
活
用
し
て
い
る
。

　

ふ
た
つ
め
は
耕
畜
連
携
で
、
う
ち
は
畜

産
が
販
売
高
の
２
割
ほ
ど
し
か
な
い
が
、

条
件
が
悪
い
農
地
を
吸
収
し
て
も
ら
っ
た

り
、
安
定
的
に
堆
肥
を
調
達
す
る
上
で
も
、

畜
産
振
興
は
地
域
に
と
っ
て
重
要
な
課
題

だ
。
そ
こ
を
重
点
的
に
や
ろ
う
と
い
う
こ

と
で
、
酪
農
で
数
千
㌧
規
模
の
牛
舎
を
つ

く
る
構
想
を
立
て
て
か
ら
も
う
５
年
も
た

つ
。
畑
作
地
帯
だ
か
ら
な
か
な
か
場
所
が
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生
産
性
を
上
げ
る
た
め
に

必
要
な
経
費

小
林　

農
協
と
し
て
や
ら
な
け
れ
ば
い

け
な
い
こ
と
が
増
え
る
一
方
で
、
経
営
の

効
率
化
も
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ

れ
ま
で
北
海
道
の
農
協
は
、
例
え
ば
生
活

店
舗
を
外
部
化
し
た
り
、
人
件
費
な
ど
の

事
業
管
理
費
を
削
減
し
な
が
ら
、
何
と
か

経
営
の
合
理
化
を
進
め
て
き
た
と
思
う
が
、

今
後
を
考
え
る
と
、
事
業
の
外
出
し
も
あ

る
程
度
終
わ
り
、
人
件
費
の
削
減
も
限
界

に
き
て
い
る
。
加
え
て
国
か
ら
は
「
働
き

方
改
革
」
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
か

ら
ど
う
効
率
を
上
げ
て
い
く
の
か
と
い
う

と
こ
ろ
も
課
題
。
実
際
問
題
と
し
て
こ
れ

以
上
、
人
を
減
ら
す
わ
け
に
は
い
か
な
い

だ
ろ
う
。

宮
本　

逆
に
増
や
さ
ざ
る
を
得
な
い
の

が
現
状
で
、
す
で
に
米
の
調
製
施
設
な
ど

は
、
働
き
方
改
革
に
対
応
す
る
た
め
、
２

班
か
ら
３
班
体
制
に
変
更
し
て
お
り
、
青

年
部
の
皆
さ
ん
に
手
伝
っ
て
も
ら
っ
て
何

と
か
人
手
を
確
保
し
て
い
る
状
況
だ
。

　

加
え
て
事
業
管
理
費
も
上
が
る
。
特
に

大
き
い
の
は
管
理
部
門
の
チ
ェ
ッ
ク
機
能

で
、
す
べ
て
に
お
い
て
ダ
ブ
ル
チ
ェ
ッ
ク

が
必
要
、
ひ
と
り
で
対
応
し
て
は
い
け
な

い
、
行
動
す
る
と
き
も
２
～
３
人
で
動
く

よ
う
に
と
の
監
査
指
導
が
入
っ
て
お
り
、

こ
れ
に
よ
る
人
件
費
の
上
昇
が
大
き
い
。

佐
藤　

事
業
管
理
費
は
間
違
い
な
く
上

が
る
。下
が
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
。特
に
、

農
作
業
支
援
事
業
な
ど
を
や
る
と
農
協
全

体
で
抱
え
る
コ
ス
ト
は
上
が
っ
て
い
く
。

加
え
て
一
番
困
っ
て
い
る
こ
と
は
、
地
方

に
は
な
か
な
か
良
い
人
材
が
集
ま
り
に
く

く
な
っ
て
い
る
こ
と
。
大
学
と
連
携
し
て

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
や
り
な
が
ら
人
材

確
保
に
取
り
組
ん
で
い
る
が
、
そ
こ
が
難

し
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
女
性
職
員
も
か

つ
て
は
８
割
が
準
職
員
だ
っ
た
が
、
も
う

正
職
員
で
な
け
れ
ば
定
着
は
望
め
な
い
。

社
会
環
境
の
変
化
に
合
わ
せ
て
、
資
格
試

験
な
ど
も
活
用
し
な
が
ら
、
段
階
的
に
正

職
員
に
し
て
い
か
な
け
れ
ば
だ
め
だ
ろ
う
。

宮
本　

う
ち
も
準
職
で
採
用
し
て
も
、

初
級
の
資
格
を
取
れ
ば
３
年
後
に
は
正
職

員
の
道
を
約
束
し
て
い
る
。
皆
さ
ん
試
験

に
真
剣
に
取
り
組
ん
で
く
れ
て
お
り
、
正

職
員
に
な
っ
た
後
は
管
理
部
門
以
外
も
経

験
さ
せ
る
よ
う
人
事
も
合
わ
せ
て
対
応
し

て
い
る
。

小
林　

事
業
管
理
費
の
上
昇
は
避
け
ら

れ
な
い
状
況
だ
が
、
こ
し
み
ず
の
農
作
業

支
援
事
業
な
ど
は
ま
さ
に
農
家
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
素
晴
ら
し
い
取
り
組
み
だ
。
今
後
、

部
門
と
し
て
の
収
益
性
に
つ
い
て
は
ど
う

考
え
て
い
る
の
か
。

佐
藤　

そ
こ
が
問
題
だ
。
派
遣
先
の
農

家
個
々
か
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
い
た
だ
く
が
、

支
援
事
業
は
こ
れ
か
ら
先
、
農
協
の
基
幹

的
な
事
業
に
な
る
と
思
う
。
そ
こ
は
将
来

的
に
営
農
指
導
の
対
価
を
ど
う
す
る
の
か

と
い
う
こ
と
を
含
め
て
、
考
え
て
い
く
必

要
が
あ
る
。
同
時
に
、
町
の
基
幹
産
業
を

育
て
る
た
め
に
は
行
政
の
支
援
も
い
た
だ

き
た
い
。
酪
農
の
法
人
化
の
話
も
、
町
と

農
協
が
出
資
す
る
形
で
、
し
っ
か
り
経
営

管
理
し
な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。
そ
こ
で
掛
か
る
コ
ス
ト
に
つ
い

て
も
内
部
で
し
っ
か
り
議
論
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
生
産
性
を
上
げ
る
た

め
に
必
要
な
経
費
だ
と
い
う
こ
と
を
、
組

合
員
の
皆
さ
ん
と
共
有
し
な
け
れ
ば
で
き

る
話
で
は
な
い
。
今
こ
そ
協
同
組
合
と
し

て
、
組
合
員
に
も
意
識
変
革
を
求
め
て
い

か
な
け
れ
ば
だ
め
だ
ろ
う
。

小
林　

農
協
の
仕
事
は
農
産
物
の
販
売

な
ど
目
に
見
え
る
事
業
だ
け
で
な
く
、
地

域
に
関
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
が
あ
る
。

そ
れ
が
経
費
で
い
う
と
事
業
管
理
費
と
し

て
出
て
く
る
わ
け
だ
が
、
今
後
は
ど
こ
か

の
段
階
で
、
手
数
料
や
賦
課
金
の
あ
り
方

を
含
め
、
農
協
の
営
農
指
導
事
業
と
は
何

か
と
い
う
話
を
整
理
し
て
、
個
々
の
農
協

で
ど
こ
ま
で
や
る
の
か
、
そ
れ
を
や
る
た

め
に
は
ど
れ
だ
け
コ
ス
ト
が
か
か
る
の
か
、

ひ
と
つ
ひ
と
つ
議
論
し
て
い
く
こ
と
も
必

要
に
な
っ
て
く
る
だ
ろ
う
。

宮
本　

実
は
、
う
ち
は
２
０
０
８
年
ま

で
営
農
賦
課
金
を
も
ら
っ
て
い
な
か
っ
た
。

旧
新
十
津
川
農
協
は
賦
課
金
が
な
か
っ
た

の
で
、
98
年
の
３
農
協
合
併
の
折
に
、
合

併
し
て
も
賦
課
金
は
も
ら
わ
ず
、
そ
の
た

め
営
農
指
導
に
か
か
る
資
金
は
総
合
事
業

の
中
で
や
り
く
り
し
て
い
た
が
、
営
農
渉

外
課
を
設
け
た
の
を
き
っ
か
け
に
賦
課
金

を
も
ら
う
こ
と
に
し
た
。
水
準
は
空
知
管

内
の
平
均
で
組
合
員
１
人
当
た
り
１
万
円
、

水
田
は
10
㌃
当
た
り
２
０
０
円
で
、
６
万

円
が
上
限
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
組
合
員
か

ら
大
き
な
反
対
も
な
く
理
解
い
た
だ
く
こ

と
が
で
き
た
。

佐
藤　

う
ち
も
賦
課
金
は
も
ら
っ
て
い

る
が
、
施
設
を
建
て
る
と
き
に
出
資
金
は

も
ら
わ
ず
に
や
っ
て
き
た
。
農
協
経
営
の

中
で
し
っ
か
り
内
部
留
保
し
、
自
分
た
ち

の
努
力
で
や
る
と
い
う
方
針
だ
っ
た
か
ら
。

た
だ
し
、
こ
れ
か
ら
は
そ
う
は
言
っ
て
い

ら
れ
な
い
時
期
が
く
る
と
思
う
。
こ
れ
か

ら
考
え
ら
れ
る
の
は
、
手
数
料
そ
の
も
の

を
上
げ
る
の
は
無
理
だ
と
思
う
が
、
コ
ス

ト
と
し
て
掛
か
る
も
の
は
い
た
だ
く
と
い

う
形
だ
ろ
う
。

　

一
方
、
も
ら
う
ば
か
り
で
は
な
く
、
う

ち
は
事
業
分
量
配
当
で
毎
年
約
１
億
円
を

組
合
員
に
戻
し
て
い
る
。
３
０
０
戸
強
だ

か
ら
１
戸
平
均
30
万
円
ほ
ど
だ
が
、
そ
れ

を
経
営
主
の
退
職
金
と
し
て
積
ん
で
い
る
。

10
年
た
て
ば
３
０
０
万
円
、
20
年
た
て
ば

６
０
０
万
円
に
な
る
。
農
家
に
は
退
職
金

制
度
が
な
い
の
で
、
農
家
の
経
営
管
理
の

ひ
と
つ
と
し
て
、
そ
う
い
う
仕
組
み
も
考

（11） ＪＡきたそらちＪＡきたそらち



え
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
税
金
対

策
も
同
じ
で
、
相
続
や
贈
与
税
な
ど
総
合

的
な
税
対
策
と
な
る
と
あ
ま
り
準
備
し
て

い
な
い
人
も
多
く
、
農
協
が
サ
ポ
ー
ト
し

て
い
か
な
け
れ
ば
。
農
家
の
経
営
を
守
る

た
め
に
は
そ
う
い
う
仕
組
み
も
必
要
だ
し
、

農
協
の
経
営
に
と
っ
て
も
重
要
に
な
っ
て

い
る
。

柴
田　

今
回
の
事
業
基
盤
に
関
す
る
検

討
に
関
し
て
は
、
農
水
省
も
全
国
の
農
協

に
対
し
、
営
農
指
導
を
含
め
た
経
済
事
業

を
黒
字
化
す
る
よ
う
指
導
し
て
い
る
が
、

最
近
は
赤
字
だ
か
ら
す
べ
て
だ
め
だ
と
い

う
の
で
は
な
く
、農
協
が
総
合
事
業
を
や
っ

て
い
く
中
で
、
全
体
と
し
て
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
で
き
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
問
題
な
い
の

で
は
な
い
か
、
と
い
う
言
い
方
に
変
わ
っ

て
き
て
い
る
。
経
済
事
業
は
黒
字
に
し
て

ほ
し
い
と
い
う
本
来
の
思
い
は
あ
り
つ
つ

も
、
例
え
ば
都
市
型
農
協
な
ど
で
あ
れ
ば
、

黒
字
ま
で
い
か
な
く
て
も
賦
課
金
を
も
ら

う
こ
と
で
「
き
ち
ん
と
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で

き
て
い
る
」
と
言
え
る
の
な
ら
、
外
か
ら

い
ろ
い
ろ
言
う
必
要
は
な
い
の
で
は
な
い

か
と
。
当
然
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
て
い

な
い
と
こ
ろ
に
対
し
て
は
厳
し
い
対
応
に

な
る
が
、
農
水
省
内
で
も
少
し
流
れ
が
変

わ
っ
て
き
た
よ
う
に
感
じ
る
。
わ
れ
わ
れ

と
し
て
も
そ
れ
に
沿
っ
て
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
。

　

そ
の
中
で
金
融
事
業
を
め
ぐ
る
環
境
が

厳
し
い
と
い
う
の
は
共
通
し
た
課
題
で
あ

り
、
こ
の
先
も
持
続
可
能
な
経
営
基
盤
を

確
立
す
る
上
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
農
協
が
自

分
た
ち
の
強
み
や
弱
み
を
考
え
て
取
り
組

ん
で
い
く
と
い
う
こ
と
だ
と
思
う
。
奨
励

金
な
ど
環
境
の
変
化
に
応
じ
て
各
農
協
で

毎
年
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
繰
り
返
し
な

が
ら
、
中
央
会
も
そ
れ
を
共
有
し
、
収
支

の
改
善
見
通
し
や
安
定
的
な
収
支
を
確
保

す
る
た
め
に
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
な
ど
、

そ
の
農
協
に
合
わ
せ
た
お
手
伝
い
を
し
て

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

た
だ
し
、
こ
の
間
、
農
協
改
革
な
ど
を

通
じ
て
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
が
あ
っ
た
が
、

農
協
に
対
す
る
社
会
の
意
識
も
変
わ
り
つ

つ
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
江
藤
農
水
大
臣

の
就
任
あ
い
さ
つ
で
も
、
こ
れ
だ
け
全
国

で
災
害
が
毎
年
あ
る
中
で
、
地
域
の
Ｊ
Ａ

の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、
本
来
の
経
済
事

業
だ
け
で
な
く
、
地
域
へ
の
貢
献
な
ど
を

き
ち
ん
と
評
価
し
な
け
れ
ば
だ
め
だ
と
発

言
し
て
い
た
し
、
併
せ
て
家
族
経
営
の
位

置
づ
け
を
ど
う
す
る
の
か
と
い
う
問
題
提

起
も
し
て
い
た
。
時
の
大
臣
が
あ
あ
い
う

発
言
を
し
た
の
は
重
要
な
こ
と
。
潮
目
が

変
わ
っ
て
き
た
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
て

い
る
。

佐
藤　

農
水
省
も
農
協
改
革
の
中
で
農

協
に
対
し
て
い
ろ
い
ろ
と
厳
し
い
こ
と
を

や
っ
て
き
た
が
、
中
身
を
よ
く
調
べ
て
み

る
と
、
逆
に
協
同
組
合
が
地
域
で
ど
う
い

う
こ
と
を
や
っ
て
い
た
の
か
、
見
え
て
き

た
の
で
は
な
い
か
。
私
自
身
、
自
分
た
ち

が
進
ん
で
い
る
道
は
間
違
い
じ
ゃ
な
い
、

正
し
か
っ
た
ん
だ
と
改
め
て
感
じ
て
い
る
。

小
林　

こ
れ
か
ら
は
「
正
し
か
っ
た
」

と
い
う
こ
と
を
も
っ
と
声
に
出
し
、
内
外

に
わ
か
り
や
す
く
伝
え
て
い
く
こ
と
が
重

要
だ
ろ
う
。
全
国
の
農
協
で
も
組
合
員
と

の
対
話
と
し
て
職
員
訪
問
な
ど
を
実
施
し

て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
が
、
ピ
ン
ネ
の
営

農
渉
外
課
や
こ
し
み
ず
の
農
作
業
支
援
事

業
な
ど
の
取
り
組
み
は
全
国
で
も
驚
か
れ

る
事
例
だ
と
思
う
。
中
央
会
と
連
携
し
、

北
海
道
か
ら
も
ぜ
ひ
い
ろ
い
ろ
な
形
で
発

信
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
小
清
水
で
は
農

作
業
支
援
事
業
に
人
を
呼
ぶ
た
め
ラ
ジ
オ

番
組
な
ど
の
媒
体
も
ど
ん
ど
ん
活
用
し
て

発
信
し
て
い
る
。

佐
藤　

や
る
ほ
う
は
大
変
だ
が
、
ラ
ジ

オ
を
聞
い
て
実
際
に
人
が
来
て
く
れ
れ
ば

達
成
感
が
あ
り
、
ま
た
頑
張
ろ
う
と
な
る
。

そ
の
積
み
重
ね
が
大
事
だ
と
思
う
。

　

農
作
業
支
援
事
業
に
関
し
て
も
、
町
内

で
廃
校
に
な
っ
た
高
校
の
跡
地
を
活
用
し

て
拠
点
施
設
を
つ
く
ろ
う
と
今
動
い
て
い

る
が
、
そ
の
構
想
を
上
げ
て
き
た
の
は
職

員
。
か
な
り
大
き
な
施
設
だ
し
、
ラ
ン
ニ

ン
グ
コ
ス
ト
も
か
か
る
。
こ
れ
は
大
変
だ

と
思
っ
た
が
、
一
緒
に
な
っ
て
や
っ
て
い

く
と
形
が
で
き
て
く
る
。
や
ら
な
け
れ
ば

何
も
生
ま
れ
な
い
が
、
や
る
こ
と
に
よ
っ

て
何
か
が
生
ま
れ
る
。
衰
退
よ
り
は
何
か

す
る
こ
と
。
そ
れ
を
職
員
が
自
分
た
ち
で

考
え
て
提
案
し
て
き
た
と
こ
ろ
に
心
を
打

た
れ
た
。
総
代
会
で
反
対
さ
れ
れ
ば
で
き

な
い
が
、
農
協
は
そ
う
い
う
組
織
で
あ
り
、

組
合
員
が
受
け
止
め
る
こ
と
も
大
事
だ
と

思
う
。

柴
田　

職
員
の
思
い
が
そ
の
よ
う
な
形

で
積
み
上
が
っ
て
く
る
と
、
今
度
は
理
事

者
も
組
合
員
の
皆
さ
ん
に
理
解
し
て
も
ら

お
う
と
頑
張
る
。
そ
う
し
た
ひ
と
つ
ひ
と

つ
の
積
み
上
げ
が
、
協
同
組
合
運
動
の
原

点
と
い
う
気
が
す
る
。

事
業
間
連
携
な
ど

結
び
付
き
柔
軟
に

小
林　

持
続
可
能
な
Ｊ
Ａ
の
あ
り
方
と

い
う
こ
と
で
私
が
感
じ
て
い
る
の
は
、
今

は
北
海
道
に
１
０
８
Ｊ
Ａ
が
あ
り
、
こ
れ

か
ら
少
し
合
併
が
進
む
可
能
性
は
あ
る
と

思
う
が
、
例
え
ば
事
業
間
連
携
な
ど
、
Ｊ

Ａ
同
士
が
も
っ
と
有
機
的
に
結
び
付
く
こ

と
に
よ
っ
て
、
コ
ス
ト
面
で
は
事
業
管
理

費
を
削
減
し
た
り
、
販
売
面
で
は
よ
り
機

敏
な
対
応
を
可
能
に
す
る
と
い
っ
た
こ
と

も
求
め
ら
れ
て
い
く
の
で
は
な
い
か
。

佐
藤　

オ
ホ
ー
ツ
ク
管
内
は
14
農
協
あ

り
、
う
ち
を
含
め
て
合
併
は
そ
れ
ほ
ど
進

ん
で
い
な
い
が
、
こ
れ
か
ら
は
管
内
14
農

協
が
連
携
し
、
共
通
の
課
題
を
持
ち
寄
り

な
が
ら
、
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
を
つ
く
っ
て
い
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く
こ
と
が
大
事
だ
と
思
う
。
そ
の
中
で
事

業
間
連
携
に
関
し
て
言
え
ば
、
う
ち
に
は

オ
ホ
ー
ツ
ク
農
協
連
が
あ
る
。
小
さ
な
農

協
は
人
材
確
保
が
大
変
な
の
で
、
各
農
協

で
は
で
き
な
い
よ
う
な
事
業
の
中
身
を
精

査
し
、そ
れ
に
対
応
で
き
る
人
材
を
オ
ホ
ー

ツ
ク
農
協
連
に
集
め
、
い
つ
で
も
相
談
で

き
る
よ
う
な
組
織
に
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。
全
道
的
な
課
題
に
は
中
央
会

が
対
応
し
て
く
れ
る
が
、
管
内
特
有
の
悩

み
と
い
う
の
も
あ
る
。
農
協
の
駆
け
込
み

寺
で
は
な
い
が
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
農
協
連
を

核
に
し
て
、
単
体
の
農
協
事
業
の
こ
と
だ

け
で
は
な
く
、
組
織
全
体
で
地
域
を
守
り
、

共
有
の
オ
ホ
ー
ツ
ク
ブ
ラ
ン
ド
を
大
切
に

育
て
て
い
く
と
い
う
、
も
っ
と
広
い
と
こ

ろ
に
目
を
向
け
て
い
か
な
け
れ
ば
だ
め
だ

と
思
う
。
ま
た
、
そ
う
し
た
相
互
的
な
取

り
組
み
を
進
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
れ

を
見
て
い
る
組
合
員
に
も
、
協
同
組
合
や

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
大
切
さ
が
自
然
と
伝

わ
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い

る
。宮

本　

う
ち
も
事
業
連
携
に
向
け
た
新

た
な
取
り
組
み
と
し
て
、
中
空
知
地
域
の

Ｊ
Ａ
た
き
か
わ
、
Ｊ
Ａ
新
す
な
が
わ
、
ピ

ン
ネ
の
３
農
協
の
間
で
選
果
施
設
の
共
同

利
用
を
検
討
し
て
き
た
。
青
果
物
な
ど
の

選
果
施
設
は
各
農
協
で
持
っ
て
い
る
が
、

水
田
の
規
模
拡
大
に
伴
い
、
ど
こ
の
農
協

も
野
菜
の
生
産
規
模
が
小
さ
く
な
っ
て
き

て
い
る
。
そ
の
た
め
３
農
協
で
事
業
連
携

を
組
み
、
共
通
す
る
品
目
の
選
果
施
設
を

共
有
化
で
き
な
い
か
と
い
う
こ
と
を
５
年

前
に
提
案
し
、
最
初
に
花
き
の
集
荷
・
選

果
施
設
で
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
Ｊ

Ａ
新
す
な
が
わ
の
花
を
う
ち
の
施
設
で
選

別
し
、
産
地
も
し
っ
か
り
明
記
し
な
が
ら

出
荷
し
て
い
る
。
ま
た
、
た
ま
ね
ぎ
は
Ｊ

Ａ
新
す
な
が
わ
が
広
域
の
事
業
連
携
で
中

心
的
な
役
割
を
担
っ
て
お
り
、
こ
の
部
分

で
も
何
と
か
中
空
知
３
農
協
で
事
業
連
携

が
組
め
な
い
か
と
い
う
提
案
を
し
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
、
ア
ス
パ
ラ
、
い
ん
げ
ん
な
ど

も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
農
協
で
小
規
模
な
施
設

を
持
っ
て
い
る
が
、
地
域
で
連
携
が
取
れ

な
い
か
と
提
案
し
て
い
る
。
時
間
は
か
か

る
か
も
し
れ
な
い
が
、
規
模
が
縮
小
し
て

施
設
を
維
持
で
き
な
く
な
る
前
に
、
何
と

か
２
つ
、
３
つ
の
事
業
連
携
を
形
に
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
組
合
員
の
た

め
に
も
、
ぜ
ひ
進
め
て
い
き
た
い
。

佐
藤　

施
設
を
ま
と
め
る
の
は
大
変
だ
。

オ
ホ
ー
ツ
ク
で
も
ビ
ー
ン
ズ
フ
ァ
ク
ト

リ
ー
を
つ
く
っ
た
が
、
あ
れ
は
実
現
す
る

ま
で
に
５
年
ぐ
ら
い
か
か
っ
た
。
管
内
の

で
ん
粉
工
場
の
再
編
も
同
じ
で
、
よ
う
や

く
ひ
と
つ
区
切
り
が
つ
く
が
、
こ
れ
は
10

年
か
か
っ
た
。
一
度
ま
と
ま
れ
ば
行
政
な

ど
の
支
援
も
得
ら
れ
る
が
、
や
は
り
わ
が

町
、
わ
が
農
協
と
い
う
思
い
が
あ
る
か
ら

時
間
が
か
か
る
。
し
か
し
、
い
よ
い
よ
ひ

ど
く
な
っ
て
か
ら
で
は
遅
い
。
先
の
話
を

し
て
い
か
な
け
れ
ば
。

柴
田　

厳
し
く
な
ら
な
い
と
ま
と
ま
っ

て
い
か
な
い
と
い
う
の
は
ま
っ
た
く
そ
の

と
お
り
で
、
ピ
ン
チ
を
チ
ャ
ン
ス
と
し
て

捉
え
な
い
と
、
事
業
間
連
携
な
ど
の
話
は

出
て
こ
な
い
と
思
う
。
例
え
ば
農
協
合
併

に
つ
い
て
も
、
今
ま
で
の
よ
う
に
ど
ん
ど

ん
進
め
れ
ば
い
い
と
は
思
わ
な
い
し
、
皆

さ
ん
が
考
え
た
結
果
が
単
独
で
の
総
合
事

業
体
だ
と
す
れ
ば
、
そ
の
体
制
を
維
持
し

て
い
く
た
め
に
で
き
る
こ
と
は
何
か
、
各

農
協
や
地
域
で
考
え
る
土
壌
が
出
来
つ
つ

あ
る
と
い
う
の
は
、
あ
る
意
味
チ
ャ
ン
ス

だ
と
感
じ
る
。
そ
の
中
に
は
、
い
ろ
い
ろ

な
事
業
間
連
携
も
あ
れ
ば
、
施
設
の
効
率

利
用
も
あ
る
。
そ
れ
を
ど
の
範
囲
で
や
る

の
か
。
地
域
や
事
業
内
容
に
よ
っ
て
、
オ

ホ
ー
ツ
ク
の
よ
う
な
地
区
単
位
で
や
る
と

こ
ろ
も
あ
れ
ば
、
中
空
知
の
よ
う
な
農
協

単
位
で
や
れ
る
も
の
も
あ
る
。
そ
う
い
う

皆
さ
ん
の
協
議
の
場
に
、
わ
れ
わ
れ
中
央

会
や
ホ
ク
レ
ン
、
信
連
な
ど
連
合
会
が
入

り
な
が
ら
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
役
割
を
北

海
道
全
体
で
考
え
直
し
、
ト
ー
タ
ル
コ
ス

ト
を
圧
縮
し
て
い
け
る
よ
う
、
中
央
会
と

し
て
も
で
き
る
限
り
の
こ
と
を
し
て
い
き

た
い
。

　

ま
た
、
全
国
的
に
持
続
可
能
な
事
業
運

営
の
あ
り
方
と
い
う
こ
と
で
出
て
き
て
い

る
の
は
、
金
融
店
舗
や
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
集
約
化

な
ど
を
通
じ
て
浮
い
た
人
員
を
対
話
型
の

業
務
に
回
す
と
い
う
の
が
大
き
な
柱
に

な
っ
て
い
る
。
そ
う
考
え
る
と
、
ピ
ン
ネ

の
営
農
渉
外
課
な
ど
は
ま
さ
に
そ
れ
だ
し
、

こ
し
み
ず
の
農
作
業
支
援
事
業
を
含
め
、

全
国
の
動
き
を
先
取
り
し
た
取
り
組
み
が

道
内
で
動
い
て
い
る
と
言
え
る
。
北
海
道

か
ら
も
こ
う
し
た
事
例
を
積
み
上
げ
、
全

国
に
発
信
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

小
林　

こ
れ
ま
で
組
織
基
盤
の
強
化
に

つ
い
て
は
、
最
初
に
合
併
目
標
を
掲
げ
、

そ
こ
に
向
か
っ
て
北
海
道
も
や
っ
て
き
た

が
、
今
は
各
Ｊ
Ａ
の
考
え
方
を
最
優
先
し
、

単
独
で
い
く
の
で
あ
れ
ば
支
援
し
て
い
き

ま
し
ょ
う
と
い
う
ス
タ
ン
ス
に
変
わ
っ
て

い
る
。
そ
こ
を
こ
れ
か
ら
も
大
事
に
し
な

が
ら
、
農
協
の
あ
り
方
を
も
う
少
し
広
い

視
野
か
ら
柔
軟
に
考
え
て
い
け
れ
ば
、
Ｊ

Ａ
と
い
う
の
は
十
分
に
持
続
可
能
な
存
在

で
あ
り
、
再
評
価
さ
れ
て
き
て
い
る
部
分

も
あ
る
。
こ
れ
ま
で
や
っ
て
き
た
こ
と
に

自
信
を
持
っ
て
取
り
組
み
つ
つ
、
ま
ず
は

組
合
員
や
地
域
の
人
た
ち
に
理
解
し
て
も

ら
い
な
が
ら
、
外
に
も
発
信
し
て
い
た
だ

き
た
い
。
今
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

（
お
わ
り
）
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補
聴
器
の
歴
史

医
療
社
団
法
人 

本
間
ク
リ
ニ
ッ
ク
　院
長

本
　間
　
　
　裕

　
耳
の
病
気
で
難
聴
に
な
り
、
現
在
治
療
法
の
な
い
方
、
あ
る
い
は
高

齢
に
な
り
聞
こ
え
が
遠
く
な
っ
て
き
た
方
に
と
っ
て
は
欠
か
せ
な
い
補

聴
器
で
す
が
、
時
代
と
と
も
に
発
展
し
て
き
ま
し
た
。
ド
イ
ツ
で
ラ
ッ

パ
型
の
補
聴
器
が
作
ら
れ
た
の
が
１
７
０
０
年
代
で
し
た
。
作
曲
家
の

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
が
難
聴
に
な
り
、
愛
用
し
て
い
た
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。

　
19
世
紀
に
な
り
、
マ
イ
ク
ロ
ホ
ン
（
マ
イ
ク
の
こ
と
）
が
開
発
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
を
用

い
て
ア
メ
リ
カ
の
グ
ラ
ハ
ム
・
ベ
ル
が‶

電
話
機
“
を
発
明
し
、
そ
の
２
年
後
に
ド
イ
ツ
の

ジ
ー
メ
ン
ス
が‶

難
聴
者
向
け
の
電
話
受
話
器
“
を
開
発
し
ま
し
た
。
こ
れ
が
電
気
装
置
を

使
っ
た
補
聴
器
の
始
ま
り
で
す
。

　
１
９
２
０
年
代
に
は
真
空
管
を
使
っ
た
補
聴
器
が
作
ら
れ
ま
し
た
。
お
弁
当

箱
の
よ
う
な
大
き
さ
で
、
持
ち
運
び
は
ほ
ぼ
不
可
能
で
し
た
。
戦
後
ト
ラ
ン
ジ

ス
タ
が
開
発
さ
れ
、
小
型
で
耐
久
性
の
あ
る
ポ
ケ
ッ
ト
型
補
聴
器
が
普
及
し
始

め
ま
す
。「
お
弁
当
箱
」
か
ら
比
べ
る
と
小
さ
く
な
っ
た
も
の
の
、
箱
型
で
あ

る
こ
と
は
同
じ
で
し
た
。

　
１
９
６
０
年
代
に
は
Ｉ
Ｃ
チ
ッ
プ
を
使
っ
た
補
聴
器
が
登
場
し
ま
す
。Ｉ
Ｃ（
集
積
回
路
）

と
は
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
を
数
多
く
持
ち
超
小
型
化
し
た
半
導
体
の
こ
と
で
す
。
基
板
の
小
型
化

が
進
み
、
現
在
主
流
で
あ
る
耳
か
け
型
や
耳
あ
な
型
補
聴
器
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　
そ
も
そ
も
音
と
は
空
気
の
振
動
で
、
そ
れ
を
マ
イ
ク
で
電
気
信
号
に
変
換
し
ま
す
。
こ
れ
は

ア
ナ
ロ
グ
信
号
で
す
が
、
電
子
工
学
が
進
歩
し
て
、
ア
ナ
ロ
グ
信
号
を
デ
ジ
タ
ル
信
号
に
変
換

し
て
デ
ジ
タ
ル
で
制
御
を
行
う
技
術
（
Ａ
Ｄ
変
換
）
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
こ
の
技
術
を
用
い
て

作
ら
れ
た
の
が
デ
ジ
タ
ル
補
聴
器
で
す
。
ア
ナ
ロ
グ
時
代
は
ネ
ジ
を
回
し
て
音
の
増
幅
や
若
干

の
音
質
加
工
を
し
て
い
た
も
の
が
、
デ
ジ
タ
ル
補
聴
器
で
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
直
接

調
整
が
出
来
る
よ
う
に
な
り
、
耳
に
優
し
い‶

ノ
ン
リ
ニ
ア
“
、‶

ハ
ウ
リ
ン
グ
抑
制
機
能
“

な
ど
に
よ
り
耳
に
優
し
く
な
り
ま
し
た
。

　
２
０
０
０
年
代
と
な
り
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
自
体
が
格
段
の

進
歩
を
遂
げ
、
補
聴
器
も
そ
れ
に
つ
れ
て
大
幅
に
高
機
能
化

し
ま
し
た
。
調
整
の
細
か
さ
を
示
す
チ
ャ
ン
ネ
ル
数
も
２
チ

ャ
ン
ネ
ル
か
ら
32
あ
る
い
は
64
チ
ャ
ン
ネ
ル
と
な
り
、
超
小

型
の
耳
掛
け
型
補
聴
器
、
オ
ー
プ
ン
フ
ィ
ッ
テ
ィ
ン
グ
タ
イ

プ
や
、
耳
掛
け
型
で
は
あ
る
が
ス
ピ
ー
カ
ー
が
耳
の
中
に
あ

る
外
付
け
レ
シ
ー
バ
ー
タ
イ
プ
が
主
流
と
な
り
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
を
使
っ
た
リ
モ
ー
ト
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
機
能
や
、
学
習
機
能
な
ど
多
く
の
付
加
的
機
能

が
今
も
開
発
さ
れ
続
け
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
補
聴
器
は
時
代
と
と
も
に
進
化
し
て
き
ま
し
た
が
、
使
い
こ
な
す
の
は
人
間

で
す
。
残
っ
て
い
る
聴
力
の
正
し
い
評
価
な
し
に
は
補
聴
器
を
使
い
こ
な
す
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。日
本
耳
鼻
咽
喉
科
学
会
で
は‶

補
聴
器
相
談
医
“
、日
本
補
聴
器
技
能
者
協
会
で
は‶

認

定
補
聴
器
技
能
者
“
の
資
格
を
そ
れ
ぞ
れ
認
定
し
て
い
ま
す
。
聞
こ
え
が
遠
く
て
補
聴
器
を

使
っ
て
み
た
い
と
お
考
え
の
方
は
、
ま
ず
一
度
耳
鼻
咽
喉
科
で
相
談
さ
れ
る
こ
と
を
お
勧
め

い
た
し
ま
す
。
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　ＪＡグループ北海道では、４月中旬より中止しておりました「国産花き販売会」を、６月５日より感染
防止対策に十分配慮した上で、札幌市北農ビル(札幌市中央区北４条西１丁目１番地)で再開いたしました。
　新型コロナウイルスの感染拡大により、イベントや式典の中止が相次いでおり、国内の花き需要は大幅
に減少しています。そこで、ＪＡグループ北海道では「花を贈って応援！みんなのよい花プロジェクト」
と題して、「国産花き販売会」の実施により、国内の花き農家を応援しております。販売会は７月末まで
の毎週金曜日の開催を予定しております。
　ＪＡグループ職員のみならず、花が好きな方や花き農家を応援してくださる
方、ＪＡグループ北海道を応援してくださる方など、たくさんのお客様にお越
しいただいております。引き続き、是非ご自宅にお花を飾り、花き農家を応援
しています。

　

JAグループ通信
ＪＡ北海道中央会

ＪＡ北海道信連
　令和元年度に、ＪＡバンクの食農教育活動として、
「親子で学ぼう！あぐりキッチン教室」を全道ＪＡの
協力を受け、開催しました。その開催目的は、子ど
もの農業に対する理解を深め、北海道農業やＪＡ・
ＪＡバンクのサポーター層を拡大することにありまし
た。
　先ごろ、農協観光の優績ＪＡ表彰
において、当活動が地域の交流・
活性化に寄与したと認められ、地域
交流部門の優秀賞を受賞しました。

ＪＡ共済連北海道
　令和２年度に道内各市町村の消防本部へ寄贈す
る救急自動車が決定いたしました。救急自動車の寄
贈は、地域社会貢献活動の一環として、昭和５０年
から毎年取り組んでおり、昨年度までに、延べ２０６
台の救急自動車を道内各地の消防本部へ寄贈して
おります。
　今年度は、上川北部消防事務組合消防本部中川
消防支署（中川町）、網走地区消防組合消防本部
大空消防署（大空町）、大雪消防組合消防本部美
瑛消防署（美瑛町）の３か所となります。今後も行
政とＪＡとの連携を図りながら、交通事故の防止と
被害者救済への取り組みを強化してまいります。

ホクレン
　ホクレンは、北海道日本ハムファイターズと共同で
展開している「北海道農業応援プロジェクト」の一環
として、同球団選手と道内生産者が交互にメッセージ
を送り合う「キャッチボールトーク」動画を制作、同
プロジェクトの特設サイトに公開しました。登場してい
るのは、ＪＡ道青協の村田辰徳会長、ＪＡ道女性協の
青山伸子会長ら生産者と、ファイターズの中島卓也、
近藤健介両選手らそれぞれ５人ずつで、新型コロナウ
イルス対策や農作業、トレーニン
グ内容などについて交互に語り、
エールを交換し合いました。

ＪＡ北海道厚生連
　新型コロナウイルスの影響で一時中止としており
ました人間ドックですが、すべての病院・クリニック
にて再開しました。
　一部でご利用いただけないオプション検査もござ
いますが、感染対策の徹底を図っておりますので、
安心して受診くださいますようお願いします。

　ＪＡグループ北海道の連合会・中央会の活動内容
を紹介します。各団体の詳しい取り組み内容はＷＥ
Ｂサイトをご覧ください。

©よりぞう

ホームページはこちらです。
ご覧ください。
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クロスワードクイズ
提供元：クロスワード.jp

七月俳句七月俳句七月俳句

6月号の正解は
「ミナヅキ」 でした。
正解者の中から抽選で３名が選ばれました。

深 川 市　　太田　輝己　様
深 川 市　　毛利　優花　様
滝 川 市　　中村　羽那　様

【送り先】〒074-0022　深川市北光町１丁目10番10号
　　　　 ＪＡきたそらち総合企画室企画広報課　　 ＦＡＸの場合は 0164-22-8611

【ホームぺージ応募フォーム】 URL：http://www.ja-kitasorachi.com/application_form/
※ご本人以外による応募は抽選の対象外とさせていただきます。

応募方法

【タテのカギ】
2
3
5

6
7

8

9

11

13
16

18

19
20
21

22

24

魚肉をすり鉢などですりおろしたもの
木をたたき切ったり、割ったりする道具

「佐藤錦」や「紅秀峰」などの品種
がある果実
動物園にいる首が長いほ乳類
地球上の陸地以外の部分、地表の
約7割を占める
白菜などの野菜と唐辛子などの香
辛料を使う朝鮮の代表的な漬物
太陽から6番目に位置し、周りに
輪っかをもつ惑星
動物が口や鼻から空気を吸ったり
吐いたりすること、呼吸
人や車両などが通行するための道
手のひらのシワや肉付きなどをも
とに運勢の良否を判断する占い
唐辛子の甘味種、実の先が獅子の
口に似ていることが名前の由来
目は○○ほどに物を言う
山よりも低い小高くなった土地
手足の末端の枝のように分かれた
部分
川の流れをせき止め、水を貯める
ための大規模な堤防
病気やけがを手術などによって治
療する医学分野

1

4

6

8
10
12
14

15

17
19

21

23
25

病気やケガを治すために、飲ん
だり塗ったりするもの
魚を釣るために釣り針につける
もの
一昨日←○○○←今日→明日→
明後日
黄色と緑の間の色
木乃伊
野菜・魚・肉などの新鮮さの度合
1位：○○メ ダ ル＞2位：銀 メ
ダル＞3位：銅メダル
地面の底、地中深いところを意
味する語
2021年の干支
日本列島に沿って太平洋を流れ
る暖流、日本海流
夏の夕方に降る激しいにわか雨、
雷を伴うことが多い
尾が長くちぎれやすい爬虫類、
四足は短いが動きがすばやい
動物園にいる鼻が長いほ乳類

【ヨコのカギ】

正解者の中から抽選で3名様に農協全国商品券をプレゼント。ホームページ応募フォ
ーム・ハガキ・ＦＡＸで①クイズの答え②住所、氏名、年齢③身近な出来事④農協だよ
りに対するご意見ご要望を記入の上ご応募下さい。
締切８月31日消印有効で当選者とクイズの答えは10月号に掲載します。
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１．関係団体等諸会議について
２．組合員の加入脱退について
３．財務報告及び事業実績について
４．固定資産の取得ほかについて
５．反社会的勢力排除対応状況及びマネー・ロ

ンダリング対応状況について
６．令和2年度　上半期決算実地棚卸 理事並

びに監事立会計画について
７．職員の人事及び業務事故について
８．貸出実行報告について 
９．令和2年度　主要農産物の生育概況（6月

15日現在）について  
10．令和2年度　JA検査員配置体制と米集荷

繁忙期人員体制について
11．令和2年産米　作付面積・出荷契約・特定

米穀予約申込状況について

12．令和2年産　畑作物作付状況について
13．令和2年産　小麦取扱いについて
14．令和2年産　玄そば出荷契約数量につい

て
15．畜産物の販売状況について
16．青果・花き販売実績について
17．令和2肥料年度　肥料価格の設定につい

て
18．令和2年　温材予約奨励金の支払いにつ

いて
19．令和3年度　春肥料及び温材予約推進の

実施について
20．経済部事業実績について
21．経営継続補助金の概要について

議案第１号　組合員の出資金持分譲渡について
議案第２号　貸出金の貸付について

議案第３号　幌加内支所そば乾燥調製施設色
彩選別機入替工事について

提
出
議
案

組合員の動き
（令和２年6月末日）

正組合員

准組合員

正組合員戸数

個人
団体
個人
団体

1,352
88

5,910
315
968

当月末
47
0

189
17
21

脱退
10
2
59
1
1

加入
1,389
86

6,040
331
988

当期首

JAきたそらち太陽光発電所　発電実績

発電電力

○令和２年６月実績

計画対比　　△

前年対比　　△

47,332kWh 発電電力

○累計（R1.12～R2.６）

307,103kWh
3,650kWh

12,966kWh

計画対比　 ＋

前年対比　 △

71,024kWh

10,505kWh

報
　告
　事
　項

第７回理事会 〈令和2年７月２日開催〉 以下の事項について決議・承認されました
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金融共済部 融資課からのお知らせ
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